
■『智恵子抄』における「サンタマリア」考

一

１
　

ラ
ン
プ
の
下
の
夕
食
が
す
む
と
父
は
す
ぐ
寝
て
し
ま
う
。
子
供
と
の
交
渉
な
ど
は
ま
る
で
無
い
。
そ
ん
な
父
に
代
っ
て
、
兄
は
僕
達

の
勉
強
を
非
常
に
重
大
に
考
え
、
中
学
に
入
っ
て
か
ら
の
予
習
、
復
習
を
一
切
引
受
け
て
見
て
く
れ
た
。（
中
略
）
そ
ん
な
勉
強
の
間

に
教
え
ら
れ
た
こ
と
で
、
い
ま
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
の
は
字
を
大
切
に
す
る
習
慣
で
あ
る
。

　
「
誤
字
や
宛
字
を
決
し
て
書
く
な
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
必
ず
字
引
を
ひ
い
て
、
正
確
な
字
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け

な
い
。
字
引
を
ひ
く
こ
と
を
荷
厄
介
に
す
る
な
。」

　

そ
れ
を
実
に
や
か
ま
し
く
し
つ
け
ら
れ
た
。 

（
高
村
豊
周
『
光
太
郎
回
想
』
有
信
堂
よ
り
）

引
用
文
は
、
高
村
光
太
郎
の
弟
豊
周 

注
１　

が
、
在
り
し
日
の
兄
（
明
治
三
十
七
年
・
二
十
二
歳
頃
）
を
回
想 

注
２　

し
た
も
の
で
あ
る
。

「
人
間
は
読
み
書
き
が
出
来
れ
ば
良
い
位
に
考
え
て
い
た
」 注
３　

父
光
雲
に
代
わ
り
、
光
太
郎
は
「
誤
字
や
宛
字
を
決
し
て
書
く
な
。
少
し

で
も
お
か
し
い
と
思
っ
た
ら
、
必
ず
字
引
を
ひ
い
て
、
正
確
な
字
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
、
弟
た
ち
を
指
導
し
て
い
た
。

と
こ
ろ
で
、
光
太
郎
は
、「
近
代
詩
は
、
む
し
ろ
耳
を
ふ
さ
い
で
、
眼
か
ら
聲
を
き
き
、
い
は
ゆ
る
聲
無
き
聲
を
内
に
聽
く
と
こ
ろ
の
默

讀
に
最
上
の
詩
の
世
界
」 注
４　

が
展
開
さ
れ
、「
發
聲
す
る
場
合
に
は
平
讀
み
、
即
ち
活
字
の
や
う
に
朗
讀
す
る
の
が
私
の
經
驗
に
よ
れ
ば
最
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二

も
詩
を
そ
こ
な
は
な
い
」 注
５　

と
言
う
。 

ま
た
、「
詩
の
本
質
は
意
味
に
も
な
く
、
声
調
に
も
な
く
、
音
韻
に
も
な
く
、
語
彙
に
も
な
い
。
そ

れ
ら
の
も
の
は
唯
詩
を
形
づ
く
る
素
材
で
あ
り
、
手
段
で
あ
り
、
方
式
で
あ
り
、
媒
体
で
あ
り
、
部
品
で
あ
る
」
注
６　

と
言
う
。

「
默
讀
に
最
上
の
詩
の
世
界
」
が
展
開
さ
れ
、
詩
の
本
質
が
「
語
彙
」
等
に
無
い
と
し
て
も
、「
聲
無
き
聲
を
内
に
聽
く
」
時
、
例
え
ば
光

太
郎
の
『
智
恵
子
抄
』
に
表
記
さ
れ
た
「
私
」
は
、「
わ
た
く
し
」
あ
る
い
は
「
わ
た
し
」、
ど
ち
ら
で
読
む
べ
き
も
の
で
あ
ろ
う
。

本
稿
で
は
、
言
葉
を
大
切
に
し
た
光
太
郎
が
『
智
恵
子
抄
』
で
使
用
し
た
人
称
、
特
に
自
称
と
対
称
を
通
し
て
、
新
た
に
『
智
恵
子
抄
』

の
世
界
に
迫
っ
て
み
た
い
。

な
お
、
テ
キ
ス
ト
は
中
村
稔
編
校
本
『
智
恵
子
抄
』
角
川
文
庫
を
用
い
た
。

２
と
こ
ろ
で
、『
智
恵
子
抄
』
の
人
称
に
つ
い
て
考
え
る
前
に
、
ま
ず
そ
の
変
遷
に
つ
い
て
簡
潔
に
概
観 

注
７　

し
て
お
こ
う
。

昭
和
二
十
七
年
、
国
語
審
議
会
が
社
会
人
と
し
て
の
標
準
的
な
言
い
方
と
し
て
自
分
を
「
わ
た
し
」、
相
手
を
「
あ
な
た
」
と
呼
ぶ
よ
う

建
議
し
て
か
ら
、
今
日
（
平
成
十
八
年
）、
男
女
と
も
丁
寧
な
言
い
方
と
し
て
、
目
上
の
人
に
対
し
て
、
ま
た
、
改
ま
っ
た
言
い
方
を
す
る

と
き
な
ど
に
用
い
る
「
わ
た
く
し
」
に
対
し
、「
わ
た
し
」
は
よ
り
く
だ
け
た
言
い
方
で
、
現
在
で
は
自
分
を
指
す
も
っ
と
も
普
通
の
言
葉

と
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
人
称
代
名
詞
は
、
上
代
、「
あ
」「
あ
れ
」「
わ
」「
わ
れ
」
な
ど
と
用
い
ら
れ
、
中
古
「
ま
ろ
」
な
ど
が
加
わ
り
変
遷
を
続
け
、
室

町
時
代
に
な
っ
て
「
わ
た
く
し
」
が
登
場
し
た
。
そ
の
後
、「
わ
た
く
し
」
が
広
く
使
わ
れ
、
近
世
前
期
に
は
「
わ
た
し
」
が
新
し
い
語
形

と
し
て
登
場
す
る
。
ま
た
、
近
世
後
期
「
お
前
さ
ん
」「
あ
な
た
」
は
と
も
に
最
高
の
待
遇
価
値
を
有
し
て
い
た
。
が
、「
お
前
さ
ん
」
の
価

値
下
落
で
「
あ
な
た
」
の
待
遇
価
値
が
上
が
り
、
明
治
期
、
子
供
が
親
に
使
う
こ
と
も
あ
っ
た
ほ
ど
、「
あ
な
た
」
は
最
高
の
敬
意
を
表
し

て
い
た
。
さ
ら
に
、
近
世
に
書
生
用
語
と
し
て
現
れ
た
「
僕
」
に
加
え
、「
君
」
は
明
治
期
に
な
っ
て
新
し
く
人
称
代
名
詞
と
し
て
使
わ
れ

出
し
た
。

例
え
ば
、
明
治
十
五
年
前
後
の
東
京
の
書
生
生
活
を
描
い
た
坪
内
逍
遙
の
『
当
世
書
生
気
質
』
に
は
、
人
称
と
し
て
「
僕
」「
吾
輩
」「
君
」

な
ど
が
多
用
さ
れ
、
明
治
二
十
年
頃
の
書
生
生
活
を
描
い
た
二
葉
亭
四
迷
の
『
浮
雲
』
で
は
「
吾
輩
」「
僕
」「
私
（
わ
た
し
）」、
男
性
か
ら
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三

男
性
に
は
「
君
」、
男
性
か
ら
女
性
に
は
「
貴
嬢
（
あ
な
た
）」、
女
性
か
ら
男
性
は
「
貴
君
・
貴
方
（
あ
な
た
）」
な
ど
の
意
識
的
な
使
い
分

け
が
み
ら
れ
る
。

こ
れ
ら
の
人
称
は
待
遇
表
現
（
対
人
関
係
の
認
識
「
敬
意
」「
親
疎
」
を
反
映
す
る
表
現
法
）
と
有
機
的
に
連
関
し
て
い
て
、
場
面
に
応

じ
て
ど
の
表
現
を
使
用
す
る
か
が
決
定
さ
れ
る
。

と
ま
れ
光
太
郎
は
明
治
後
期
か
ら
大
正
期
に
果
敢
な
青
年
期
を
生
き
、「
誤
字
や
宛
字
を
決
し
て
書
く
な
。
少
し
で
も
お
か
し
い
と
思
っ

た
ら
、
必
ず
字
引
を
ひ
い
て
、
正
確
な
字
を
書
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
」
と
言
葉
に
敏
感
で
あ
り
、
ま
た
、「
詩
は
眞
の
言
語
活
動
で
書
か

れ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
衣
を
剥
げ
ば
日
常
語
即
詩
語
で
あ
る
」 

注
８　

と
言
う
。
そ
の
光
太
郎
が
作
詩
し
た
各
詩
編
に
は
、
当
時
の
人
称
に
対
す
る

意
識
が
反
映
し
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。

光
太
郎
が
座
右
に
備
え 

注
９　

使
用
し
て
い
た
辞
典
『
言
海
』
は
、
人
称
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
解
説
し
て
い
る
。

『
言
海
』（
十
八
セ
ン
チ
×
二
十
五
セ
ン
チ
）

　

明
治
二
十
二
年
五
月
五
日
印
刷
、
同
月
十
五
日
出
版
第
一
冊
（
お
以
上
）

　

明
治
二
十
四
年
四
月
十
日
印
刷
、
同
月
二
十
二
日
出
版
第
四
冊
（
つ
以
下
）

　

著
作
兼
発
行
者　

大
槻
文
彦

わ
た
く
し
（
代
）
私
。
自
稱
ノ
代
名
詞
。
此
語
、
今
、
最
モ
口
語
普
通
ノ
用
ト
シ
、
尊
長
ヨ
リ
同
輩
ニ
通
ジ
テ
、
謙
ジ
テ
用
ヰ
ル
。

わ
た
し
 
（
代
）
私
。
わ
た
く
し
ノ
略
。（
馴
レ
親
ミ
用
ヰ
ル
）

ぼ
く　

 
（
代
）
僕
。
自
稱
ノ
代
名
詞
。
ヤ
ツ
ガ
レ
。（
謙
稱
）

あ
な
た
 
（
代
）
彼
方
。﹇
彼ア

之ノ

方
ノ
約
轉
﹈

　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
方ム

向キ

ノ
代
名
詞
。
彼
ノ
方
。
カ
ナ
タ
。

　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
以
前
。

　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
轉
ジ
テ
、
對
稱
ノ
代
名
詞
。
今
、
尊
長
ヨ
リ
同
輩
ニ
掛
ケ
テ
相
語
ル
ニ
、
最
モ
多
ク
用
ヰ
ル
。

き
み　

 
（
代
）
君
。
對
稱
ノ
代
名
詞
。
敬
フ
ニ
用
ヰ
ル
。
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四

＊
引
用
し
た
『
言
海
』
に
自
称
「
俺
」
の
項
目
無
し
。

な
お
、
光
太
郎
が
実
際
に
手
許
に
置
き
頻
繁
に
用
い
て
い
た
も
の
は
、
明
治
三
十
七
年
二
月
二
十
五
日
第
一
版
発
行
の
前
記
縮
刷
版
『
言

海
』（
十
二
セ
ン
チ
×
十
五
セ
ン
チ
）
の
第
二
版
（
明
治
三
十
七
年
五
月
十
日
の
辞
典
）
で
あ
っ
た
か
も
知
れ
な
い
。
こ
の
明
治
三
十
七
年

は
光
太
郎
が
兄
弟
達
に
「
字
引
を
ひ
く
こ
と
を
荷
厄
介
に
す
る
な
」
と
「
や
か
ま
し
く
言
っ
た
」
頃
で
、
縮
刷
版
『
言
海
』
を
用
い
た
と
し

て
も
内
容
に
大
き
な
変
化
は
な
い
。

次
に
挙
げ
る
『
大
日
本
國
語
辞
典
』
は
、
光
太
郎
が
使
用
し
て
い
た
か
ど
う
か
は
今
分
か
ら
な
い
。
が
、「
少
年
の
時
か
ら
辞
典
や
事
典

と
い
う
も
の
に
ひ
ど
く
興
味
を
持
っ
て
い
て
、
そ
う
い
う
も
の
が
知
識
の
根
源
に
な
る
と
い
う
一
つ
の
信
念
を
抱
い
て
い
た
ら
し
い
」 

注 10
　

光
太
郎
が
三
十
七
歳
の
時
に
出
版
さ
れ
た
辞
典
で
あ
り
、
参
考
ま
で
に
引
用
し
て
お
く
。

『
大
日
本
國
語
辞
典
』

　

大
正
八
年
十
二
月
十
八
日
初
版
発
行
（
大
正
九
年
一
月
二
十
八
日
第
六
版
参
照
）

　

著
作
者
（
共
著
）
上
田
萬
年
・
松
井
簡
治

　

発
行
者　

冨
山
房

わ
た
く
し　

私
 
（
代
）
男
女
と
も
に
通
じ
て
用
ふ
る
自
稱
の
代
名
詞
。
名
義
抄
「
私
ワ
タ
ク
シ
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

御
伽
草
子
「
わ
た
く
し
、
不
慮
に
戀
と
い
ふ
病
ひ
に
犯
さ
れ
て
」

わ
た
し　
　

私
 
（
代
）
わ
た
く
し
（
私
）
の
略
。
わ
た
く
し
よ
り
は
、
馴
れ
馴
れ
し
き
人
に
對
す
る
場
合
に
用
ふ
。

ぼ
く　
　
　

僕
 
（
代
）
自
己
の
謙
稱
。
や
つ
が
れ
。

お
れ　
　
　

己
 
（
代
）
自
稱
の
代
名
詞
。
多
く
、
同
輩
又
は
其
の
以
上
に
對
し
い
ふ
詞
。
わ
れ
。

あ
な
た　
　

彼
方
（
代
）﹇
彼
（
ア
）
の
方
の
義
﹈

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
一
）
向
う
の
方
。
か
な
た
。
あ
ち
。
あ
ち
ら
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
二
）
そ
れ
よ
り
ま
へ
。
以
前
。
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五

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
三
）
同
輩
若
し
く
は
其
の
以
上
の
人
を
敬
愛
し
て
呼
ぶ
詞
。
貴
下
。

き
み　
　
　

君
 
（
代
）
對
稱
ノ
代
名
詞
。

こ
れ
ら
の
解
説
の
う
ち
、
特
に
「
今
、
最
モ
口
語
普
通
ノ
用
ト
シ
、
尊
長
ヨ
リ
同
輩
ニ
通
ジ
テ
、
謙
ジ
テ
用
ヰ
ル
」「
わ
た
く
し
」
と
「
馴

レ
親
ミ
用
ヰ
ル
」「
わ
た
し
」、
そ
し
て
、「
今
、
尊
長
ヨ
リ
同
輩
ニ
掛
ケ
テ
相
語
ル
ニ
、
最
モ
多
ク
用
ヰ
ル
」「
あ
な
た
」
と
「
敬
フ
ニ
用
ヰ

ル
」「
君
」
に
注
目
し
た
い
。

明
治
期
の
「
わ
た
く
し
」「
あ
な
た
」「
君
」
の
人
称
に
は
親
疎
敬
意
が
あ
り
、「
僕
」「
君
」
な
ど
は
は
斬
新
な
表
現
だ
っ
た
よ
う
で
注
意

さ
れ
る
。

３『
智
恵
子
抄
』
の
人
称
（
自
称
・
対
称
）
を
一
覧
化
す
る
と
次
の
よ
う
で
あ
る
。
な
お
、
制
作
年
月
日
に
前
接
す
る
算
用
数
字
は
、『
智
恵

子
抄
』
へ
の
挿
入
詩
で
あ
る
こ
と
を
示
し
、
後
述
に
配
慮
し
て
便
宜
上
私
的
に
施
し
た
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
挿
入
詩
の
配
列
は
『
智
恵
子

抄
』
の
構
成
に
従
っ
た
。
非
挿
入
詩 

注 11

 

は
人
称
の
特
徴
を
補
佐
す
る
た
め
に
一
部
取
り
上
げ
た
。

『
智
恵
子
抄
』
の
人
称
一
覧

制
作
年
月

挿
入
詩
日

人
称
（
自
称
・
対
称
）

非
挿
入
詩

Ｍ
44

　

６
・
14

廢
頽
者
よ
り　

余
・
君

泥
七
宝　

君

　

10
・
15

ビ
フ
テ
キ
の
皿　

君

Ｍ
45

　

６
・
21

あ
を
い
雨　

私
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六

　

７
・
21

友
の
妻　

余
・
君

①
７
・
25

人
に

私
・
あ
な
た

Ｔ
１

②
８
・
18

或
る
夜
の
こ
こ
ろ

わ
が
・
君

涙　

わ
れ
・
わ
れ
ら
・
君

③

お
そ
れ

私
・
あ
な
た

か
ら
く
り
う
た　

無

④
10
・
23

或
る
宵

我
等
・
あ
な
た

梟
の
族　

わ
が
・
わ
れ
・
君

⑤
11
・
25

郊
外
の
人
に

わ
が
・
我
が
・
吾
が
・
わ
れ
・
君
・
愛
人

⑥
11
・
30

冬
の
朝
の
め
ざ
め

わ
れ
・
わ
が
・
我
・
我
が
・
愛
人

Ｔ
２

　

２
・
18

人
に　

私
・
あ
な
た

⑦
２
・
19

深
夜
の
雪

私
・
二
人

⑧
３
・
15

人
類
の
泉

私
・
あ
な
た

　

12
・
５

冬
が
来
た　

僕

　

12
・
６

冬
の
詩　

僕

⑨
12
・
９

僕
等

僕
・
僕
等
・
あ
な
た

Ｔ
３

　

２
・
９

道
程　

僕

⑩
２
・
12

愛
の
嘆
美

わ
れ
ら

８
淫
心　

わ
れ
・
わ
れ
ら

⑪
４
・
25

晩
餐

我
等
・
わ
れ
ら

Ｔ
10

雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル　

わ
た
く
し

　

10

米
久
の
晩
餐  

わ
た
し

Ｔ
11

ク
リ
ス
マ
ス
の
夜　

わ
た
し

　

１
Ｔ
12

⑫
３
・
11

樹
下
の
二
人

私
・
あ
な
た
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七

　

５
・
10

鉄
を
愛
す　

君

Ｔ
14

⑬
６
・
17

狂
奔
す
る
牛

あ
な
た

金　

智
恵
子

（
Ｔ
２
・
夏
）

Ｔ
15

⑭
２
・
５

鯰

私
・
智
恵
子

　

２
・
７

象
の
銀
行　

俺

　

２
・
28

苛
察　

お
れ　

俺

⑮
３
・
11

夜
の
二
人

私
達
・
智
恵
子

　

12
・
５

火
星
が
出
て
ゐ
る　

お
れ
・
お
前

Ｓ
１

　

12
・
30

冬
の
奴　

お
れ
・
奴

Ｓ
２

⑯
１
・
６

あ
な
た
は
だ
ん
だ
ん
き
れ
い
に
な
る

あ
な
た

　

４
・
９

花
下
仙
人
に
遇
ふ　

わ
た
く
し

　

８
・
15

母
を
お
も
ふ　

お
れ

Ｓ
３

⑰
５
・
11

あ
ど
け
な
い
話

私
・
智
恵
子

⑱
８
・
16

同
棲
同
類

私
・
智
恵
子

Ｓ
５

　

10
・
16

耳
で
時
報
を
き
く
夜　

わ
た
く
し

Ｓ
６

⑲
３
・
12

美
の
監
禁
に
手
渡
す
者

智
恵
子

Ｓ
10

⑳
１
・
22

人
生
遠
視

妻
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八

㉑
４
・
25

風
に
の
る
智
恵
子

わ
た
し
・
智
恵
子

Ｓ
12

㉒
７
・
11

千
鳥
と
遊
ぶ
智
恵
子

私
・
智
恵
子

㉓
７
・
12

値
ひ
が
た
き
智
恵
子

わ
た
し
・
智
恵
子

Ｓ
13

㉔
６
・
20

山
麓
の
二
人

わ
た
く
し
・
妻

㉕
８
・
27

或
る
日
の
記

私
・
智
恵
子

Ｓ
14

㉖
２
・
23

レ
モ
ン
哀
歌

わ
た
し
・
あ
な
た
・
智
恵
子

Ｓ
16

㉗
６
・
11

荒
涼
た
る
帰
宅

私
・
智
恵
子

Ｓ
14

㉘
７
・
16

亡
き
人
に

私
・
あ
な
た

Ｓ
15

　

２
・
11

蝉
を
彫
る　

わ
た
く
し

㉙
３
・
31

梅
酒

わ
た
し
・
智
恵
子

４『
智
恵
子
抄
』「
人
に
」
以
前
、自
称
「
余
」
が
僅
か
に
用
い
ら
れ
て
い
る
が
、入
抄
各
詩
の
人
称
の
基
本
形
は
「
私
」「
あ
な
た
」
で
あ
る
。

大
正
元
年
（
明
治
四
十
五
年
）
八
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
、「
わ
れ
・
わ
が
・
僕
」
が
短
期
間
に
集
中
し
て
使
用
さ
れ
、
七
年
間
の

詩
作
空
白
の
時
代
を
経
て
、
大
正
十
年
に
入
抄
以
外
の
詩
で
「
わ
た
し
・
わ
た
く
し
」
と
い
う
平
仮
名
書
き
の
自
称
が
見
ら
れ
る
。『
智
恵

子
抄
』
に
お
け
る
対
称
の
基
本
形
だ
っ
た
「
あ
な
た
」
が
、
大
正
十
四
年
を
境
に
「
智
恵
子
」
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
が
、
自
称
「
私
」
に

変
化
は
な
い
。
一
体
、
人
称
の
基
本
形
「
私
」
は
「
わ
た
し
」
な
の
か
「
わ
た
く
し
」
の
な
か
。

こ
の
問
題
を
思
考
す
る
際
に
最
も
注
目
さ
れ
る
の
は
、「
同
輩
若
し
く
は
其
の
以
上
の
人
を
敬
愛
し
て
呼
ぶ
」
時
に
、
ま
た
「
今
」「
最
モ
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九

多
ク
用
ヰ
」
ら
れ
、『
智
恵
子
抄
』
全
体
に
分
布
し
て
い
る
対
称
「
あ
な
た
」
で
あ
る
。

㉖
「
レ
モ
ン
哀
歌
」
の
、

わ
た
し
の
手
を
握
る
あ
な
た
の
力
の
健
康
さ
よ

あ
な
た
の
咽
喉
に
嵐
は
あ
る
が

か
う
い
ふ
命
の
瀬
戸
ぎ
は
に

智
恵
子
は
も
と
の
智
恵
子
と
な
り

生
涯
の
愛
を
一
瞬
に
か
た
む
け
た

（
詩
の
一
部
引
用
・
傍
線
は
私
的
に
施
し
た
）

に
注
目
す
る
と
、「
わ
た
し
」
と
「
あ
な
た
」、「
わ
た
し
」
と
「
智
恵
子
」、そ
れ
ぞ
れ
相
対
す
る
関
係
が
、①
「
人
に
」
③
「
お
そ
れ
」
⑧
「
人

類
の
泉
」
⑫
「
樹
下
の
二
人
」
㉗
「
亡
き
人
に
」、そ
れ
ぞ
れ
の
「
私
・
あ
な
た
」
の
「
私
」
が
「
わ
た
し
」
で
あ
り
、㉖
「
レ
モ
ン
哀
歌
」
の
「
わ

た
し
・
智
恵
子
」
に
加
え
、
㉑
「
風
に
の
る
智
恵
子
」
㉓
「
値
ひ
が
た
き
智
恵
子
」
㉙
「
梅
酒
」
の
「
わ
た
し
・
智
恵
子
」
か
ら
、
⑭
「
鯰
」

⑮
「
夜
の
二
人
」
⑰
「
あ
ど
け
な
い
話
」
⑱
「
同
棲
同
類
」
㉒
「
千
鳥
と
遊
ぶ
智
恵
子
」
㉕
「
或
る
日
の
記
」
㉗
「
荒
涼
た
る
帰
宅
」
の
「
私
・

智
恵
子
」
の
「
私
」
も
ま
た
「
わ
た
し
」
で
、『
智
恵
子
抄
』
に
お
け
る
「
私
」
は
「
わ
た
し
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
こ
と
が
分
か
る
。

近
世
前
期
に
新
し
い
語
形
と
し
て
登
場
し
た
「
わ
た
し
」
は
、
明
治
二
十
四
年
頃
で
「
最
モ
口
語
普
通
ノ
用
ト
シ
」（『
言
海
』）
て
用
い

ら
れ
た
「
わ
た
く
し
」
に
取
っ
て
代
わ
り
、
明
治
後
半
か
ら
大
正
前
期
に
は
大
衆
的
位
置
を
獲
得
し
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。

親
交
の
深
さ
は
今
問
わ
な
い
が
、
文
学
仲
間
で
光
太
郎
と
同
年
（
明
治
十
六
年
）
生
ま
れ
の
志
賀
直
哉
の
書
簡 

注 12

 

に
見
る
人
称
は
、
木

下
利
玄
、
武
者
小
路
実
篤
、
有
島
生
馬
な
ど
友
人
と
は
日
常
「
僕
」「
君
」
が
一
般
的
で
、
例
え
ば
有
島
に
送
っ
た
明
治
三
十
九
年
二
月
六

日
の
手
紙
に
は
、「
君
は
依
然
僕
の
度
々
話
す
る
人
の
一
人
な
の
さ
」
と
い
っ
た
具
合
で
あ
る
。
自
分
が
謙
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
う
な

場
合
に
は
、「
先
生
は
其
後
如
何
御
暮
ら
し
な
さ
れ
ま
す
か
。
私
は
去
る
三
十
一
日
か
ら
当
鹿
野
山
へ
一
人
で
参
り
ま
し
た
」（
明
治
三
十
九

年
四
月
五
日
清
水
澄
宛
）
と
「
私
」
と
使
う
。
本
人
の
ル
ビ
が
無
い
以
上
志
賀
直
哉
は
「
わ
た
し
」
と
意
識
し
て
い
た
の
か
も
知
れ
な
い
が
、

こ
の
場
合
「
わ
た
く
し
」
と
読
む
の
が
待
遇
法
的
に
は
か
な
っ
て
い
る
。

小
説
作
品
で
は
登
場
人
物
の
社
会
的
位
相
や
作
品
内
時
間
に
よ
っ
て
当
然
人
称
も
異
な
る
が
『
志
賀
直
哉
全
集
』（
改
造
社
）
に
は
「
い
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一
〇

い
だ
ろ
う
。
僕
も
あ
の
人
に
は
教
わ
つ
た
よ
」「
そ
れ
は
さ
う
と
君
は
何
科
だ
つ
け
ね
」（
小
説
「
無
邪
気
な
若
い
法
学
士
」 

注 13
）
と
「
僕
」

「
君
」
の
使
用
も
あ
り
、
ま
た
、「
私わ

た
しも

弱
い
に
ん
げ
ん
で
す
」（
小
説
「
濁
つ
た
頭
」 注 14
）、「
貴あ

な
た方

の
所
が
初
め
て
で
す
か
ら
」（
小
説
「
あ

る
一
頁
」 注 15
）
と
あ
る
。

明
治
四
十
三
年
四
月
一
日
発
行
の
「
白
樺
」
第
一
巻
第
一
号
に
発
表
し
た
小
説
「
網
走
ま
で
」
に
は
、「
母
さ
ん
、
あ
た
い
に
は
」
と
子

供
が
不
平
を
言
う
シ
ー
ン
が
あ
る
。
子
供
は
自
称
「
あ
た
い
」
と
言
っ
た
か
。

或
る
女
性
を
め
ぐ
っ
て
光
太
郎
と
確
執
の
あ
っ
た
評
論
家
木
村
艸
太
の
『
魔
の
宴
』 

注 16

 

に
は
、
光
太
郎
と
の
出
会
い
の
シ
ー
ン
を
艸
太

に
語
る
河
内
楼
の
若
大
夫
（
真
野
し
ま
）
の
発
言
が
記
さ
れ
て
い
る
。

「
向
う
の
お
店
の
わ
き
で
あ
た
し
を
描
い
て
る
ひ
と
が
あ
る
ん
じ
や
な
い
の
、
よ
。
い
や
だ
か
ら
、
あ
た
し
、
す
つ
と
立
つ
て
、
奥
へ

行
つ
ち
ま
つ
た
。
そ
う
す
る
と
、
そ
の
ひ
と
が
来
る
よ
う
に
な
つ
た
の
。
な
ん
で
も
フ
ラ
ン
ス
に
い
た
と
き
好
き
だ
つ
た
、
ジ
ヨ
ー
ゼ

ツ
ト
つ
て
ひ
と
に
、
あ
た
い
が
似
て
え
る
か
ら
な
ん
だ
つ
て
」

最
後
に
は
ぐ
つ
と
砕
け
た
嬌
態
を
示
す
語
気
で
、「
わ
た
し
は
そ
ん
な
わ
た
し
よ
。」
と
い
わ
ぬ
ば
か
り
に
こ
う
い
つ
て
、
こ
の
こ
と
を

向
う
か
ら
私
に
傳
え
た
。（
傍
線
は
私
的
に
施
し
た
）

ま
た
、
渡
欧
し
て
い
た
小
山
内
薫
の
帰
朝
の
出
迎
え
シ
ー
ン
か
ら
始
ま
る
第
四
部
、
清
子
が
「
カ
フ
ェ
・
ラ
イ
オ
ン
」
を
や
め
て
「
新
時

代
劇
協
会
」の
女
優
に
な
る
場
面
に
は
、「
わ
た
し
、あ
の
ド
ウ
ゼ
の
話
の
こ
と
思
い
だ
し
ま
す
よ
。小
山
内
さ
ん
が
こ
ん
ど
見
て
来
て
い
た
ら
、

話
を
聞
き
た
い
ん
だ
け
ど
」
な
ど
と
あ
り
、
こ
の
後
「
僕
」「
わ
た
し
」
あ
る
い
は
「
私
」
が
つ
づ
き
、
一
カ
所
、「『
わ
た
く
し
、
真
島
。』

と
受
け
て
い
つ
た
。
洗
練
さ
れ
た
東
京
弁
で
、
こ
れ
も
こ
の
ひ
と
の
魅
力
の
ひ
と
つ
だ
つ
た
」
と
あ
る
。「
あ
た
い
」「
わ
た
し
」
が
一
般
化

し
て
い
た
様
子
が
窺
え
る
。
な
お
、「
わ
た
く
し
」
が
「
洗
練
さ
れ
た
東
京
弁
」
の
一
つ
だ
っ
た
よ
う
で
注
意
さ
れ
る
。

そ
れ
で
は
当
の
光
太
郎
の
日
常
は
ど
う
だ
っ
た
の
か
。
現
存
す
る
書
簡
、
明
治
三
十
四
年
か
ら
大
正
四
年
頃
の
光
太
郎
の
人
称
使
用
状
況

を
概
観
す
る
と
、
日
常
父
光
雲
、
森
林
太
郎
（
鷗
外
）
与
謝
野
寛
、
あ
る
い
は
東
京
美
術
学
校
の
月
報
な
ど
に
は
自
称
「
小
生
」
が
主
に
用

い
ら
れ
、水
野
葉
舟
や
津
田
清
楓
、荻
原
守
衛
な
ど
友
人
や
兄
弟
た
ち
に
は
「
僕
」、「
君
」
が
一
般
的
で
あ
る
。
確
認
し
た
書
簡
の
中
で
「
私
」

「
あ
な
た
」
は
、
智
恵
子
の
妹
セ
キ
と
北
原
白
秋
へ
の
使
用
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
使
い
分
け
の
理
由
に
も
興
味
が
あ
る
が
、
今
は
問
わ
な
い
。

た
だ
、
光
太
郎
が
自
称
の
使
い
分
け
を
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
注
目
し
て
お
き
た
い
。
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一
一

既
記
引
用
の
大
正
八
年
十
二
月
十
八
日
初
版
発
行
の
『
大
日
本
國
語
辞
典
』
に
は
、「
わ
た
く
し　

私
（
代
）
男
女
と
も
に
通
じ
て
用
ふ

る
自
稱
の
代
名
詞
」、「
わ
た
し　

私
（
代
）
わ
た
く
し
（
私
）
の
略
。
わ
た
く
し
よ
り
は
、
馴
れ
馴
れ
し
き
人
に
對
す
る
場
合
に
用
ふ
」
と

あ
り
、
明
治
前
期
「
此
語
、
今
、
最
モ
口
語
普
通
ノ
用
ト
シ
」
た
と
い
う
「
わ
た
く
し
」
の
解
説
は
姿
を
消
し
て
い
る
。

し
か
し
、
辞
典
『
言
海
』
に
あ
っ
た
解
説
、「
わ
た
し
」
を
「
わ
た
く
し
ノ
略
。（
馴
レ
親
ミ
用
ヰ
ル
）」
は
、『
大
日
本
國
語
辞
典
』
に
も
、

「
わ
た
く
し
（
私
）
の
略
。
わ
た
く
し
よ
り
は
、
馴
れ
馴
れ
し
き
人
に
對
す
る
場
合
に
用
ふ
」
と
あ
る
。

そ
れ
で
は
、①
「
人
に
」
に
お
け
る
光
太
郎
に
と
っ
て
の
智
恵
子
は
、「
馴
レ
親
」
し
ん
だ
「
馴
れ
馴
れ
し
き
人
」
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

「
馴
れ
馴
れ
し
き
人
」
の
範カ

テ
ゴ
リ
ー疇に

問
題
は
あ
る
が
、
大
正
元
年
八
月
十
八
日
作
の
②
「
或
る
夜
の
こ
こ
ろ
」
で
は
、
熱
病
の
よ
う
な
二
人

の
感
情
か
ら
の
覚
醒
を
求
め
る
光
太
郎
は
、
智
恵
子
と
「
手
を
取
り
て
黒
き
土
を
踏
め
り
」
と
い
う
関
係
に
あ
り
、
同
月
作
の
③
「
お
そ
れ
」

で
は
、「
恋
」
と
い
う
好
意
を
告
げ
よ
う
と
す
る
智
恵
子
の
感
情
吐
露
を
一
旦
制
止
し
て
い
る
も
の
の
、
④
「
或
る
宵
」
で
は
、「
我
等
は

た
だ
愛
す
る
心
を
味
へ
ば
い
い
」
と
智
恵
子
を
諭
し
、続
く
⑤
「
郊
外
の
人
に
」
と
⑥
「
冬
の
朝
の
め
ざ
め
」
で
は
、智
恵
子
を
「
愛
人
」（
愛

し
い
人
の
意
）
と
捉
え
て
い
る
。
つ
ま
り
、大
正
元
年
（
明
治
四
十
五
年
）
八
月
十
八
日
か
ら
十
一
月
三
十
日
に
集
中
し
て
用
い
ら
れ
た
「
わ

れ
・
わ
が
・
僕
」
の
前
後
の
自
称
「
私
」
は
そ
の
意
味
を
異
に
す
る
の
で
あ
る
。

明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
一
日
作
の
、『
智
恵
子
抄
』
の
前
詩
「
あ
を
い
雨
」
で
は
、智
恵
子
を
連
想
さ
せ
る
「
自
由
自
在
な
不
可
思
議
力
」

を
持
っ
た「
貴
い
、美
し
い
」人
が
光
太
郎
を
待
っ
て
い
る
と
描
き
な
が
ら
、当
時
交
際
し
て
い
た
レ
ス
ト
ラ
ン「
よ
か
楼
」の
お
梅
さ
ん
を「
マ

ド
モ
ア
ゼ
ル
」
と
呼
び
、
作
中
に
、「
夕
方
、
雷
門
の
レ
ス
ト
オ
ラ
ン
で
/
怖
い
女
将
の
眼
を
ぬ
す
ん
で
/
待
つ
て
ゐ
る
、
マ
ド
モ
ア
ゼ
ル

が
/
待
つ
て
ゐ
る
、
私
を―
―

」
と
詠
う
。
ま
た
、
当
時
、
智
恵
子
は
寺
田
三
郎
と
の
婚
姻
話
が
進
行
中
で
あ
り
、「
あ
を
い
雨
」
作
詩
か

ら
お
よ
そ
一
ヵ
月
後
に
作
っ
た
詩
「
Ｎ―

―

女
史
に
」 注 17

 （
詩
「
人
に
」
の
原
型
）
の
段
階
で
は
、「
馴
レ
親
」
し
ん
だ
「
馴
れ
馴
れ
し
き
人
」

と
は
言
え
な
い
。
そ
の
詩
「
Ｎ―

―

女
史
に
」
は
、『
大
日
本
國
語
辞
典
』
の
「
わ
た
く
し
」
の
解
説
に
用
い
た
御
伽
草
子
の
用
例
「
わ
た
く
し
、

不
慮
に
戀
と
い
ふ
病
ひ
に
犯
さ
れ
て
」
を
連
想
さ
せ
る
よ
う
な
、

　

は
か
な
い
、
淋
し
い
、
焼
け
つ
く
様
な

　

そ
れ
で
も
恋
と
は
ち
が
い
ま
す

　

―
―

そ
ん
な
怖
い
も
の
ぢ
や
な
い―

―
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一
二

　

サ
ン
タ
マ
リ
ア
！

　

あ
の
恐
ろ
し
い
悪
魔
か
ら
私
を
お
護
り
下
さ
い

と
い
う
表
現
が
あ
る
。

こ
の
詩
「
Ｎ―

―

女
史
に
」
は
、三
年
後
、光
太
郎
が
第
一
詩
集
『
道
程
』（
大
正
三
年
十
月
）
に
載
録
す
る
際
に
題
名
を
「―

―

に
」
に
改
め
、

内
容
も
大
幅
に
改
訂
し
、
更
に
、
昭
和
十
六
年
七
月
に
題
名
を
「
人
に
」
と
改
め
、『
智
恵
子
抄
』
冒
頭
に
掲
載
し
た
も
の
で
あ
る
。

大
正
二
年
九
月
婚
約
、
大
正
三
年
二
月
に
は
同
棲
生
活
が
始
ま
り
、
同
年
十
二
月
二
十
二
日
に
結
婚
披
露
を
し
て
い
る
二
人
で
あ
る
。
内

容
を
大
幅
に
改
め
た
大
正
三
年
に
は
「
馴
レ
親
」
し
ん
だ
「
馴
れ
馴
れ
し
き
人
」
と
言
え
る
。
が
、
詩
「
人
に
」
は
ど
の
よ
う
に
改
訂
さ
れ

て
も
、
作
品
内
時
間
が
明
治
四
十
五
年
七
月
で
あ
り
、
そ
の
頃
の
二
人
の
状
況
か
ら
「
馴
レ
親
」
し
ん
だ
「
馴
れ
馴
れ
し
き
人
」
と
は
言
え

な
い
。
だ
と
す
れ
ば
、題
名
を
「
人
に
」
に
改
め
『
智
恵
子
抄
』
の
冒
頭
に
掲
載
し
た
時
点
の
光
太
郎
の
意
識
が
譬
え
「
私
」
が
「
わ
た
し
」

で
あ
っ
て
も
、
①
「
人
に
」
の
「
私
」
は
「
わ
た
く
し
」
で
あ
っ
て
も
い
い
。

丁
度
「
Ｎ―

―

女
史
に
」
を
書
い
た
頃
を
想
起
し
た
と
思
わ
れ
る
光
太
郎
の
詩
に
、「
あ
の
頃
」（
昭
和
二
十
四
年
十
月
三
十
日
清
書
）
が

あ
る
。
詩
中
「
わ
た
く
し
の
猛
獣
性
を
さ
へ
物
と
も
し
な
い
／
こ
の
天
の
族
な
る
一
女
性
の
不
可
思
議
力
に
／
無
頼
の
わ
た
く
し
は
初
め
て

自
己
の
位
置
を
知
っ
た
。」
と
あ
る
。

な
お
、『
智
恵
子
抄
』
に
お
い
て
明
ら
か
に
自
称
「
わ
た
く
し
」
を
用
い
て
い
る
の
は
、
㉔
「
山
麓
の
二
人
」
で
あ
る
。
作
品
内
時
間
は

昭
和
八
年
八
月
二
十
六
日
の
事
で
、
⑳
「
人
生
遠
視
」
に
前
接
す
る
。「
妻
」
の
用
語
は
『
智
恵
子
抄
』
の
中
で
は
、
こ
の
二
つ
の
詩
に
用

い
ら
れ
て
い
る
。

　

山
麓
の
二
人

二
つ
に
裂
け
て
傾
く
磐
梯
山
の
裏
山
は

険
し
く
八
月
の
頭
上
の
空
に
目
を
み
は
り

裾
野
と
ほ
く
靡
い
て
波
う
ち
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■詩集『智恵子抄』における人称をめぐって

一
三

芒
ぼ
う
ぼ
う
と
人
を
う
づ
め
る

半
ば
狂
へ
る
妻
は
草
を
藉
い
て
坐
し

わ
た
く
し
の
手
に
重
く
も
た
れ
て

泣
き
止
ま
ぬ
童
女
の
や
う
に
慟
哭
す
る

　

―
―

わ
た
し
も
う
ぢ
き
駄
目
に
な
る

意
識
を
襲
ふ
宿
命
の
鬼
に
さ
ら
は
れ
て

の
が
れ
る
途
無
き
魂
と
の
別
離

そ
の
不
可
抗
の
予
感

　

―
―

わ
た
し
も
う
ぢ
き
駄
目
に
な
る

涙
に
ぬ
れ
た
手
に
山
風
が
冷
た
く
触
れ
る

わ
た
く
し
は
黙
つ
て
妻
の
姿
に
見
入
る

意
識
の
境
か
ら
最
後
に
ふ
り
返
つ
て

わ
た
く
し
に
縋
る

こ
の
妻
を
と
り
も
ど
す
す
べ
が
今
は
世
に
無
い

わ
た
く
し
の
心
は
こ
の
時
二
つ
に
裂
け
て
脱
落
し

闃
と
し
て
二
人
を
つ
つ
む
此
の
天
地
と
一
つ
に
な
つ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
（
傍
線
は
私
的
に
施
し
た
）

詩
中
の
光
太
郎
の
自
称
「
わ
た
く
し
」
に
は
、
智
恵
子
の
発
言
「
わ
た
し
」
と
の
差
異
化
と
だ
け
で
は
片
付
け
ら
れ
な
い
も
の
が
あ
る
。

大
正
三
年
に
一
所
に
な
っ
た
光
太
郎
と
智
恵
子
は
、
入
籍
し
な
い
ま
ま
二
十
年
に
亘
る
共
同
生
活
を
送
っ
た
。
昭
和
六
年
夏
、
智
恵
子
の

精
神
に
変
調
が
現
れ
て
か
ら
二
年
後
の
昭
和
八
年
八
月
二
十
三
日
に
、
そ
れ
ま
で
意
味
の
な
か
っ
た
入
籍
を
し
た
。
仮
に
光
太
郎
の
死
後
、

残
さ
れ
た
智
恵
子
の
支
援
の
入
籍
と
い
う
見
方
も
あ
ろ
う
。
が
、
こ
の
時
意
味
の
な
い
入
籍
を
す
る
こ
と
に
意
味
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
し

か
し
、
そ
の
「
妻
を
と
り
も
ど
す
す
べ
が
」
今
は
無
か
っ
た
。「
宿
命
の
鬼
」
に
さ
ら
わ
れ
て
行
く
智
恵
子
を
「
黙
つ
て
」
見
つ
め
て
い
る
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一
四

こ
と
し
か
出
來
な
い
無
力
な
光
太
郎
は
、
絶
対
的
不
可
抗
な
も
の
に
対
し
、
謙
虚
に
な
ら
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
自
称
「
わ
た
く
し
」
を
用
い
る
と
き
、
そ
こ
に
は
必
ず
謙
虚
な
光
太
郎
が
い
る
。『
智
恵
子
抄
』
が
成
立
し
た
昭
和
十
六
年

ま
で
に
、
光
太
郎
が
明
ら
か
に
「
わ
た
く
し
」
と
自
称
し
た
詩
は
四
つ
あ
る
。

そ
の
一
つ
、
大
正
十
年
十
一
月
一
日
発
行
の
『
明
星
』
第
一
巻
第
一
号
に
発
表
し
た
詩
「
雨
に
う
た
る
る
カ
テ
ド
ラ
ル
」 

注 18

 

は
、
明
治

四
十
一
年
六
月
十
一
日
の
夜
か
ら
お
よ
そ
一
年
間
住
ん
で
、「
は
じ
め
て
彫
刻
を
悟
り
/
詩
の
真
実
に
開
眼
さ
れ
」（
詩
「
パ
リ
」）
た
巴
里

時
代
を
回
想
し
て
作
っ
た
詩
で
あ
る
。「
外
套
の
襟
を
立
て
て
横
し
ぶ
き
の
こ
の
雨
に
ぬ
れ
な
が
ら
、
/
あ
な
た
を
見
上
げ
て
ゐ
る
の
は
わ

た
く
し
で
す
。
/
毎
日
一
度
は
き
つ
と
こ
こ
へ
來
る
わ
た
く
し
で
す
。」
光
太
郎
が
「
見
上
げ
た
い
ば
か
り
」
に
濡
れ
鼠
に
な
っ
て
來
た
の

は
「
ノ
オ
ト
ル
ダ
ム
ド
パ
リ
の
カ
テ
ド
ラ
ル
」
で
あ
っ
た
。

ジ
プ
シ
ー
娘
の
エ
ス
メ
ラ
ル
ダ
を
め
ぐ
る
副
僧
正
と
青
年
士
官
、
鐘
楼
守
「
せ
む
し
の
カ
ジ
モ
ト
」
の
恋
の
葛
藤
を
描
い
た
ビ
ク
ト
ル
・

ユ
ゴ
ー
の
小
説
の
舞
台
と
な
っ
た
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
大
聖
堂
は
、十
二
世
紀
、聖
母
マ
リ
ア
崇
拝
の
気
運
の
高
ま
り
の
中
で
建
立
さ
れ
た
。「
ノ
ー

ト
ル
ダ
ム
」
と
は
、「
わ
れ
ら
の
貴
婦
人
」
の
意
味
で
聖
母
マ
リ
ア
を
指
す
。「
お
う
ノ
オ
ト
ル
ダ
ム
、
ノ
オ
ト
ル
ダ
ム
、
/
岩
の
や
う
な
山

の
や
う
な
鷲
の
や
う
な
う
づ
く
ま
る
獅
子
の
や
う
な
カ
テ
ド
ラ
ル
」「
あ
な
た
を
見
上
げ
て
ゐ
る
の
は
わ
た
く
し
」
光
太
郎
だ
と
い
う
。

今
も
パ
リ
の
中
心
、
シ
テ
島
に
建
つ
ノ
ー
ト
ル
ダ
ム
寺
院
は
、
中
世
ゴ
シ
ッ
ク
建
築
の
結
晶
と
い
わ
れ
、
ジ
ャ
ン
ヌ
・
ダ
ル
ク
の
名
誉
回

復
裁
判
、
ナ
ポ
レ
オ
ン
一
世
の
戴
冠
式
な
ど
歴
史
的
事
件
の
舞
台
で
も
あ
っ
た
。

ま
た
、仙
人
で
あ
る
「
白
髪
の
老
人
」
に
「
自
分
を
辱
め
ず
に
餓
死
せ
ぬ
法
を
、/
あ
さ
ま
し
い
律お

き
てに

服
せ
ず
に
生
き
ら
れ
る
法
を
。」「
惱

め
る
者
な
る
わ
た
く
し
」
光
太
郎
に
「
お
き
か
せ
く
だ
さ
い
」
と
懇
願
し
た
詩
「
花
下
仙
人
に
遇
ふ
」 

注 19

 

や
、
敬
愛
し
て
い
た
美
学
者
渡

邊
吉
治
（
昭
和
五
年
十
月
十
一
日
三
十
七
歳
で
没
）
の
死
を
認
め
た
く
な
い
光
太
郎
が
、
告
別
式
の
案
内
の
葉
書
を
懐
に
し
た
ま
ま
、「
渡

邊
吉
治
い
き
か
へ
れ
、
い
き
か
へ
れ
、
い
き
か
へ
れ
。
/
黑
枠
の
葉
書
が
ふ
と
こ
ろ
に
あ
る
。
/
わ
た
く
し
は
お
通
夜
に
ゆ
か
な
い
。」
と

神
田
を
「
い
き
か
へ
れ
」
と
何
度
も
叫
び
な
が
ら
う
ろ
つ
い
て
い
る
自
身
の
姿
を
描
い
た
詩
「
耳
で
時
報
を
き
く
夜
」 

注 20
、
そ
し
て
、「
乾

い
て
枯
れ
て
手
に
輕
い
み
ん
み
ん
蝉
は
/
お
よ
そ
生
き
の
身
の
い
や
し
さ
を
絶
ち
、」
そ
の
羽
は
「
も
ろ
く
薄
く
透
明
な
天
の
か
け
ら
、」「
靈

氣
の
翼
」
で
、「
わ
た
く
し
の
刻
む
檜
の
肌
か
ら
/
木
の
香
た
か
く
立
つ
て
部
屋
に
満
ち
る
」。
光
太
郎
の
仕
事
場
は
、「
天
の
何
處
か
に
浮

い
て
る
や
う
だ
。」
と
い
う
詩
「
蝉
を
彫
る
」 注 21

 

等
々
い
ず
れ
の
詩
に
も
「
わ
た
く
し
」
と
自
称
す
る
謙
虚
な
光
太
郎
の
姿
が
あ
る
。
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■詩集『智恵子抄』における人称をめぐって

一
五

５
光
太
郎
は
作
詩
を
開
始
し
て
か
ら
一
九
一
一
年
（
明
治
四
十
五
年
・
大
正
元
年
）
ま
で
の
各
詩
の
自
称
は
「
わ
れ
・
わ
が
」
が
主
体
で
ま

れ
に
「
余
」
を
使
用
し
た
が
、
大
正
二
年
十
二
月
か
ら
翌
大
正
三
年
二
月
ま
で
の
三
ヶ
月
間
「
僕
」
を
用
い
、
大
正
十
五
年
か
ら
昭
和
初
期

に
か
け
て
ま
れ
に
「
お
れ
」
を
用
い
た
。

自
称
「
私
」
は
明
治
四
十
五
年
六
月
二
十
一
日
作
の
『
智
恵
子
抄
』
の
前
詩
「
あ
を
い
雨
」
に
登
場
し
、
昭
和
十
六
年
六
月
十
一
日
作
の

詩
「
荒
涼
た
る
帰
宅
」
ま
で
、一
般
的
に
用
い
ら
れ
た
。
そ
の
読
み
は
「
わ
た
し
」
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
く
、「
わ
た
く
し
」
と
言
う
と
き
、

そ
こ
に
は
謙
虚
な
光
太
郎
が
い
た
。
た
だ
、
詩
「
人
に
」
に
お
け
る
「
私
」
は
、
待
遇
法
的
に
「
わ
た
く
し
」
と
解
釈
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

光
太
郎
が
真
摯
な
青
年
層
の
詩
人
か
ら
多
く
の
刺
激
を
う
け
た
と
い
う
そ
の
中
の
ひ
と
り
宮
沢
賢
治 

注 22

 

は
、「
心
象
ス
ケ
ッ
チ
『
春
と

修
羅
』」
の
「
序
」
を
、「
わ
た
く
し
」
で
統
一
し
、「「
お
れ
は
ひ
と
り
の
修
羅
な
の
だ
」
と
一
部
「
お
れ
」（
地
文
）
と
い
う
自
称
も
見
ら

れ
る
も
の
の
、
詩
「
小
岩
井
農
場
パ
ー
ト
九
」、
詩
「
永
訣
の
朝
」
他
「
わ
た
く
し
」
で
統
一
し
て
い
る
。
つ
ま
り
、
宮
沢
賢
治
の
自
称
の

基
本
形
は
「
わ
た
く
し
」
と
言
っ
て
い
い
。

と
こ
ろ
が
、
光
太
郎
が
遺
族
に
頼
ま
れ
、
詩
集
の
「
序
」
を
書
い
た
こ
と
の
あ
る
八
木
重
吉 

注 23

 

の
習
作
期
、
御
影
時
代
初
期
（
大
正
十

年
四
月
か
ら
十
一
月
）
の
詩
稿
に
見
る
自
称
は
、「
わ
た
し
・
わ
た
く
し
・
僕
・  

俺
れ
・
お
ま
え
・
あ
な
た
・
君
」
な
ど
と
多
様
で
、
ま
た
、

一
編
の
詩
中
に
も
、「
私
・
わ
た
く
し
・
わ
た
し
」（
詩
集
「
不
安
な
外
景
」）
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
、光
太
郎
が
刺
激
を
う
け
た
と
い
う
そ
の
若
き
詩
人
の
ひ
と
り
荻
原
朔
太
郎
の
詩
集
『
月
に
吠
え
る
』（
大
正
六
年
二
月
発
行
）
に
は
、

自
称
「
お
れ
」
で
統
一
し
た
詩
「
危
険
な
散
歩
」
や
「
わ
た
し
」
で
統
一
し
た
詩
「
恋
を
恋
す
る
人
」、あ
る
い
は
「
僕
」
で
統
一
し
た
詩
「
大

工
の
弟
子
」
が
あ
る
一
方
で
、「
わ
た
し
・
わ
た
く
し
・
私
」
が
一
編
の
詩
中
に
混
在
し
た
詩
「
内
部
に
居
る
人
が
畸
形
な
病
人
に
見
え
る
理
由
」

な
ど
も
あ
る
。

荻
原
朔
太
郎
は
、「
言
葉
や
文
章
で
は
言
ひ
現
は
し
が
た
い
複
雑
し
た
特
種
の
感
情
を
、
私
は
自
分
の
詩
の
リ
ズ
ム
に
よ
つ
て
表
現
す
る
。

併
し
リ
ズ
ム
は
説
明
で
は
な
い
。
リ
ズ
ム
は
以
心
伝
心
で
あ
る
」 

注 24

 

と
言
い
、
光
太
郎
も
、「
詩
の
本
質
は
、
そ
の
詩
全
体
が
人
を
打
つ

て
來
る
不
可
避
不
可
抗
の
感
動
力
で
あ
つ
て
、
こ
れ
は
も
と
も
と
無
形
、
無
名
の
も
の
で
あ
る
。
指
示
し
得
な
い
け
れ
ど
も
人
の
心
に
実
存

す
る
以
心
伝
心
の
磁
力
で
あ
る
」 注 25

 

と
言
う
。
光
太
郎
は
ま
た
、「
詩
の
世
界
で
は
、
表
現
が
方
法
の
位
置
を
取
ら
な
い
。
詩
は
直
接
に
表
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一
六

現
に
拠
り
、表
現
そ
の
も
の
が
詩
に
憑
か
れ
る
。
そ
れ
ゆ
ゑ
、詩
は
解
体
す
る
事
が
出
來
ず
、説
明
し
得
る
と
こ
ろ
は
媒
材
の
範
囲
に
と
ど
ま
」

り
、「
發
言
さ
れ
た
詩
の
言
葉
は
人
生
の
地
下
礦
脈
の
ほ
ん
の
一
點
に
過
ぎ
な
い
」 注 26

 

と
言
う
。
が
、
自
立
し
よ
う
と
す
る
意
識
の
表
れ
か
、

大
正
三
年
の
後
半
、
結
婚
披
露
を
公
に
し
て
か
ら
書
生
言
葉
と
し
て
発
展
し
て
き
た
「
僕
」
の
使
用
が
無
い
こ
と
や
、
大
正
十
四
年
を
境
に

基
本
形
だ
っ
た
対
称
「
あ
な
た
」
に
代
わ
っ
て
「
智
恵
子
」
が
主
体
に
な
っ
て
い
る
こ
と
な
ど
気
に
な
っ
て
仕
方
が
な
い
。

注注
１　

 

高
村
豊
周  
明
治
二
十
三
年
七
月
一
日
、
木
彫
家
高
村
光
雲
の
三
男
と
し
て
生
ま
れ
る
。
長
兄
は
光
太
郎
。
昭
和
三
十
九
年
、
重
要
無
形
文
化
財
保
持

者
（
人
間
国
宝
・
鋳
金
）
に
認
定
さ
れ
る
。
昭
和
四
十
七
年
六
月
二
日
死
去
。
享
年
八
十
一
歳
。

注
２　

高
村
豊
周
『
光
太
郎
回
想
』
有
信
堂
に
よ
る
。

注
３　

注
２
に
同
じ
。

注
４　
「
朗
讀
詩
に
つ
い
て
」
昭
和
十
六
年
九
月
一
日
発
行
『
文
芸
』
第
九
巻
第
九
号
に
よ
る
。

注
５　
「
詩
人
の
知
つ
た
事
で
は
な
い
」
昭
和
八
年
七
月
一
日
発
行
『
音
楽
評
論
』
第
四
号
に
よ
る
。

注
６　
「
詩
の
本
質
」
昭
和
十
八
年
六
月
三
十
日
・
七
月
一
日
『
毎
日
新
聞
』
に
よ
る
。

注
７　

人
称
の
変
遷
と
そ
の
用
例
に
つ
い
て
は
次
の
本
を
参
照
し
た
。

　
　
　

①
金
田
一
春
彦
・
林
大
・
柴
田
武
編
集
責
任
『
日
本
語
百
科
大
事
典
』
大
修
館
書
店

　
　
　

②
佐
藤
喜
代
治
編
『
国
語
学
研
究
事
典
』
明
治
書
院

注
８　

昭
和
六
年
四
月
二
十
九
日
発
行
『
読
売
新
聞
』「
私
の
言
葉
」
欄
に
よ
る
。

注
９　

注
２
に
同
じ
。

注
10　

非
挿
入
詩
は
『
高
村
光
太
郎
全
集
』
筑
摩
書
房
増
補
版
に
よ
る
。

注
11　
『
志
賀
直
哉
全
集
』
岩
波
書
店
に
よ
る
。

注
12　

小
説
「
無
邪
気
な
若
い
法
学
士
」
明
治
四
十
四
年
三
月
一
日
発
行
「
白
樺
」
第
二
巻
第
三
号
に
発
表
。

注
13　

小
説
「
濁
つ
た
頭
」
明
治
四
十
四
年
三
月
一
日
発
行
「
白
樺
」
第
二
巻
第
三
号
に
発
表
。

注
14　

小
説
「
あ
る
一
頁
」
明
治
四
十
四
年
六
月
一
日
発
行
「
白
樺
」
第
二
巻
第
六
号
に
発
表
。

注
15　

木
村
艸
太
『
魔
の
宴
』
昭
和
二
十
五
年
五
月
三
十
日
発
行
・
朝
日
新
聞
社
刊
に
よ
る
。

注
16　

注
10
に
同
じ
。

注
17　

注
10
に
同
じ
。
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■詩集『智恵子抄』における人称をめぐって

一
七

注
18　

詩
「
花
下
仙
人
に
遇
ふ
」
昭
和
二
年
五
月
一
日
発
行
の
『
炬た

い

火ま
つ

』
五
月
号
に
掲
載
。

注
19　

詩
「
耳
で
時
報
を
き
く
夜
」（
昭
和
五
年
十
月
十
六
日
作
、
十
二
月
一
日
発
行
の
『
詩
洋
』
に
発
表
。

注
20　

詩
「
蝉
を
彫
る
」
昭
和
十
五
年
二
月
三
十
日
発
行
『
詩
と
美
術
』
第
二
巻
第
二
号
建
国
記
念
号
に
発
表
。

注
21　

宮
沢
賢
治
の
詩
。

注
22　

八
木
重
吉
の
詩
。

注
23　

詩
集
『
月
に
吠
え
る
』「
序
」
大
正
六
年
二
月
発
行
。

注
24　
「
詩
の
本
質
」
昭
和
十
八
年
六
月
三
十
日
・
七
月
一
日
『
毎
日
新
聞
』
発
表
。

注
25　
「
詩
と
表
現
」
昭
和
十
八
年
一
月
『
国
語
文
化
』
第
三
巻
第
一
号
に
発
表
。

注
26　
「
詩
の
深
さ
」
昭
和
十
七
年
九
月
一
日
発
行
『
日
本
詩
壇
』
第
十
巻
第
九
号
に
発
表
。
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